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令和８年１０月２９日 

国土交通省関東地方整備局 

横浜国道事務所 

 

第１回 西湘バイパス交通円滑化対策検討会を開催 

～西湘バイパスにおける料金施策について検討しました～ 

 

 西湘バイパスで発生している渋滞を緩和し、円滑な交通流を確保するための効果的な料金

施策を検討する「西湘バイパス交通円滑化対策検討会」を開催しましたので、お知らせしま

す。 

 

 

 ■第１回 西湘バイパス交通円滑化対策検討会 

日時  ： 令和８年１０月２９日（木） １４時００分～１４時３０分 

場所  ： よこはま新港合同庁舎４階会議室（ＷＥＢ会議併用形式で実施） 

議事  ： （１）規約の制定について 

      （２）交通状況と課題について 

      （３）時間帯別料金（案）と評価項目について 

 

※会議資料及び議事概要は、横浜国道事務所のホームページに掲載予定です。 

 

 

 

＜発表記者クラブ＞ 

竹芝記者クラブ 神奈川建設記者会 神奈川県政記者クラブ 横浜ラジオ・テレビ記者会 

＜問い合わせ先＞ 

関東地方整備局 横浜国道事務所 

電話：０４５－２８７－３００１（代表） メールアドレス： ktr-yokohama-chousa1@mlit.go.jp  

副所長 山口（やまぐち）（内線：２０４） 

調査課長 中川（なかがわ）（内線：４６１） 
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第１回西湘バイパス交通円滑化対策検討会 

開催結果概要 

 

１．日 時  令和８年１０月２９日（木） １４：００ ～ １４：３０ 

 

２．場 所  よこはま新港合同庁舎４階会議室  

 

３．出席者  [座 長] 国土交通省 関東地方整備局 横浜国道事務所長  

          [委 員] 国土交通省 関東地方整備局 道路部 道路計画第一課長（代理） 

国土交通省 中部地方整備局 沼津河川国道事務所長 

国土交通省 中部地方整備局 道路部 道路計画課長 

神奈川県 県土整備局 道路部 道路企画課長 

静岡県 交通基盤部 道路局 道路企画課長 

            中日本高速道路(株) 東京支社 総務企画部 企画調整課長  

 

４．議 事  

本検討会において、以下の事項を確認  

  

○西湘バイパスにおける混雑の緩和を図るため、特定の時間帯の割引料金を変動させる 

時間帯別料金の社会実験の内容について確認した。  

  

○今後、時間帯別料金の社会実験の効果を調査・分析し評価していく。 

 

  以  上 

 

 

 



時間帯別料金の社会実験（案）

○目的

西湘バイパスでETC時間帯別料金を実施することによって休日の混雑緩和を図る

〇対象車

西湘バイパス 石橋料金所出口（熱海・湯河原方面）を走行するETC車のうち、軽自動車等・普通車

〇対象期間

令和８年１１月２８日（土）～令和９年１１月２８日（日）（予定）

〇ETC時間帯別料金（すべての土日・祝日）
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料金所位置図

料金

時刻

210円
（定価相当）

7時 12時 24時

150円
約３割引

（休日割引相当）

0時

110円
約５割引

石橋料金所出口通過時の料金イメージ（普通車、ETC利用の場合）

交通量をシフト

※休日割引適用除外日も対象

至）大磯

石橋TB 橘TB

小田原西IC

至）箱根口

西湘二宮IC

早川IC

小田原IC 酒匂IC

国府津IC

橘IC
早川分岐

：対象料金所 ：その他料金所（通過時に、別途料金が発生）

至）熱海

E84 西湘バイパス

E85 小田原厚木道路

石橋料金所
出口（熱海・湯河原方面）

土日・祝日

変更前
（休日割引適用時料金）

変更後※

０～７時 7時～１２時 １２時～２４時

軽自動車等 １１０円 ８０円 １６０円 １１０円

普通車 １５０円 １１０円 ２１０円 １５０円

非混雑時
110円

混雑時
210円

その他時間帯
150円

※中型車・大型車・特大車は対象外



今後の予定（案）

令和８年
１０月２９日
（本日）

西湘バイパスにおける新たな料金実験実施

社会実験開始後、
一定期間の交通状況や経済活動を分析

各種評価項目の結果に基づき、
今後の料金施策を検討

西湘バイパス交通円滑化対策検討会
〇西湘バイパスにおける新たな料金実験について
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